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山形大学生活協同組合
専務理事 髙橋直也

山形大学生協のSDGsの
取り組み実践報告

〜案外やっていた!?もっとやれるんじゃない!〜
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本⽇の流れ

• 自己紹介
• 到達目標の確認
• 大学生協って!?協同組合って︖
• 学生生活実態調査からみるSDGsの広がり

〜SDGsに対する全国の大学生の認識は︖
• 山形大学生協でのSDGs実践報告
• まとめ
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到達目標の確認
シラバスより一部抜粋
• 【授業の到達目標】

１）SDGsのアウトラインと本学を含むローカル
SDGsの実践を理解する。

２）１）を理解した上で、“自分ごと”としてSDGs
の達成に貢献しうる⾏動ができるようになる。

• 【授業概要（キーワード）】
SDGs、誰ひとり取り残さない、ローカルSDGs、や
まがたSDGs推進ネットワーク（YES-Net）、
⾃分ごと、⾏動

3

Copyright © 2012 YAMAGATA University Co-operative All Right Reserved.

到達目標に対して

• 到達目標に皆さんが到達できるよう応援す
る気持ちで山形大学生協として協⼒したい

• 皆さんと⼀緒に考え⾏動できるパートナー
の⼀員（というがすでに⼀員）

• やるなら主体的に楽しく、ワクワク⾏動で
きるような取り組みをこの時間で考えよう
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大学生協って︖
（大学生活協同組合）

協同組合って︖
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山形大学生活協同組合って︖
• 協同組合の精神
「⼀人は万人のために、万人は⼀人のために」

共通の目的を持った人同士が自発的に集まっ
て作る経済組織。出資⾦という形で自分たちで
元手を出し合い組合員となる。
• お⾦の結びつき✕ 人的に結びついた組織○

組合員は自ら出資・利⽤・運営をしているこ
とから自らのコミュニティの課題として無関心
でいられないはず。 ＝協同組合の価値
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協同組合って実は…
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• 2016年ユネスコ「無形⽂化遺産」に登録︕
「共通の利益の実現のために協同組合を組織
するという思想と実践」

「共通の利益と価値を通じてコミュニティづくりを⾏うことが
できる組織であり、雇⽤の創出や高齢者支援から都市の活性化
や再生可能エネルギープロジェクトまで、さまざまな社会的な
問題への創意工夫あふれる解決策を編み出している」

• グローバル協同組合キャンペーン
協同組合を紹介するために作成された
「もし…だったら」動画

Copyright © 2012 YAMAGATA University Co-operative All Right Reserved.

大学生協って︖
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もし…だったら （インド版）
https://www.youtube.com/watch?v=Is
QtrxZmZjs

もし…だったら （⽇本版）
https://www.youtube.com/watch?v=Yc
z6FkDz_L4
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• 大学生協は「大学生
活協同組合」の略で
、数ある「協同組合
」の⼀つ。
利⽤者の⼀人ひとり
がお⾦（出資⾦）を
出し合い組合員とな
り、協同で運営・利
⽤する組織。

• 大学から福利厚生を
任せられており、大
学とは別法人。

大学生活協同組合
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学生生活実態調査から
みるSDGsの広がり
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第56回学生生活実態調査
＜調査概要＞
• 調査実施時期 2020年10〜11月（1963年より実施）
• 調査対象 全国の国公⽴および私⽴大学の学部学生
• 回収数 19,929名（77大学生協）
• 調査方法 Web調査（郵送メールで調査依頼）
• 調査項目の概要

収入・支出、奨学⾦受給、アルバイト、登校⽇数、
オンライン授業状況、サークル所属、就職活動、
大学生活充実度、勉強時間、読書時間、
大学生協利⽤状況など
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全国数値は、地域・大学設置者・大学の規模などの構成⽐を考慮し、経年の変化をより正確
にみるために指定した30大学生協（国⽴19，公⽴2，私⽴9）の11,028名の平均値である。
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調査からみるSDGsの広がり
• SDGsを知っているか
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全国 18年 20年

知っている 62.8 19.6 54.2

聞いたことがある 24.4 35.2 30.5

知っている計 87.2 54.8 84.7

知らない 12.8 43.6 15.3

無回答 1.7

全国87.2 ＞ 山形大84.7
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調査からみるSDGsの広がり
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• SDGsを知っているか（男⼥⽐）
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣の中で関心があるもの(いくつでも）
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関心の多いGoals〜Best１はどれ︖

素材元︓https://www.irasutoya.com/
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣の中で関心があるもの(いくつでも）
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関心の少ないGoals〜Worst１はどれ︖

素材元︓https://www.irasutoya.com/
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣ の中で関心があるもの(いくつでも）
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素材元︓https://www.irasutoya.com/
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣への関心（ 18年 ⇒ 20年 ⽐較）
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増加の大きいGoals

素材元︓https://www.irasutoya.com/

5.9pt↑ 5.6pt↑ 4.1pt↑
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣の中で関心があるもの(いくつでも）
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調査からみるSDGsの広がり
• ｢SDGs｣への関心（ 全国 ⇔ 山形大 ）
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全国より関心の多いGoals

素材元︓https://www.irasutoya.com/

関心があるものがない5.6pt↑/未回答2.0↑

全国より関心の少ないGoals

全国との比較で私が気になるところ

2.3pt ↑

9.6pt ↓
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調査からみたその他

• 学生生活は充実しているか

20

13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 全国 国立 私立

充実している 22.5 24.6 31.8 30.7 24.4 23.3 25.2 20.9

まあ充実 65.1 61.8 54.8 55.3 59.5 50.9 53.0 48.3

充実計 87.6 86.4 86.6 86.0 83.9 74.2 78.2 69.2

あまり 10.8 7.7 8.8 10.6 13.7 19.4 17.3 22.1

充実していない 1.0 1.9 3.4 2.3 6.4 4.6 8.7

非充実計 10.8 8.7 10.7 14.0 16.0 25.8 21.9 30.8

「充実計」
全国順位
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13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 全国 国立 私立

好き 26.1 26.6 28.0 16.8 22.1 31.6 31.6 31.7

まあ好き 62.7 57.0 55.6 65.4 62.6 56.0 57.2 54.5

好き計 88.8 83.6 83.6 82.2 84.7 87.6 88.8 86.2

あまり 8.4 9.2 10.7 14.5 13.0 10.3 9.5 11.3

嫌い 1.2 2.4 3.1 3.4 2.3 2.1 1.7 2.6

嫌い計 9.6 11.6 13.8 17.9 15.3 12.4 11.2 13.9

調査からみたその他

• あなたの大学は好きか

21

53

「好き計」
全国順位
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山形大学生協での
SDGs実践報告
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山形大学生協でのSDGs実践報告
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• ⽇本生協連通常総会2018年6月15⽇
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山形大学生協でのSDGs実践報告
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電子教科書
新入生の友達づくり
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4質の高い教育をみんなに
• 電子教科書導入の提案（2015年10月〜）

DECS計画
Digital Educational Contents Support
現在は3名の教員・4書籍

• 電子教科書の特徴
①教科書が複数デバイスで⾒られる
②手軽にいつでも・どこでも

講義外の通学中でも勉強しやすい
26
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4質の高い教育をみんなに
• 電子教科書の良さ

①ログの収集ができる
学生によりきめ細かな対応が可能。

②講義中に双方のやりとりが可能
マーカーや注釈のメモ(付箋等)を共有。

③教員作成資料を同時配信
教科書と教員が作った資料を使⽤しながら
勉強しやすくする学習方法の向上。
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4質の高い教育をみんなに

電子教科書が
広がらないの
はなぜ︖

28



Copyright © 2012 YAMAGATA University Co-operative All Right Reserved.

4質の高い教育をみんなに
①生協職員が学び方を教員に提案するハードル
②契約内容が細かくあり、知識が必要
③教員自身これまでのやり方を変える必要が

あり、学生にどう学ばせるかを考えなおす
時間が必要となる

④今回のコロナ禍によりオンライン講義が中心
となりもっと広がるかと期待はしたが、教員
のほとんどは教科書を中心とした内容でよい
と思っている(制限もあり、やむを得ない)

29

Copyright © 2012 YAMAGATA University Co-operative All Right Reserved.

4質の高い教育をみんなに
• デジタルネイティブ世代へ

もう『ググる』は死語︕︖
今は『タグる』時代
＃春から○○大学 →welcome
どちらも情報収集だが…

→ now/リアル/発信源の信頼性
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4質の高い教育をみんなに

別の角度から、
質の高い教育のために
何かできることはないか
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4質の高い教育をみんなに

学生生活実態調査の学
生生活の充実度をみて
魅⼒ある大学生活を
送ってもらうために
生協ができることは︖
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4質の高い教育をみんなに
学生組合員からの声として、誰
に相談したらよいかわからない
という声、毎⽇アパートにいる
ことで、些細なことで隣人との
トラブル、こころの病で通院す
ることになった…。
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4質の高い教育をみんなに

友達づくりのきっかけをつくること

オンラインTea-Party
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• これでは教育以前の問題
誰⼀人取り残さないために…
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4質の高い教育をみんなに
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• 総合型選抜・推薦・⼀般と12回開催
して約350名(延べ人数)が参加。

• 対面を求める声もあり、対面で開催し
たかったが、安全面を優先せざるを得
なかった。

• 成⻑するには⼀人は難しい。友達がい
るからこそ大学生活は有意義なもの。
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学生総合共済
こころの病早期対応

〜予防活動
(⾃転⾞点検）
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３すべての人に健康と福祉を
• 学生総合共済
「学生みんなが健康で安全に大学生活をおく
ることができるように」、「もしものときは
経済的にも精神的にも支援ができるように」
、「給付を受けた人も、受けなかった人も、
共済の活動を通じて“たすけあいのこころ”を
実感し社会に巣⽴ってほしい」、「人の気持
ちを思いやれる人間になってほしい」という
全国の学生組合員や保護者、生協の役職員の
想いが形となり1981年にスタート。
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３すべての人に健康と福祉を
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2019年より
新設 →→
＜共済⾦支払件数＞
2019年 316件
2020年 1, 086件
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３すべての人に健康と福祉を
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• こころの早期対応保障の支払事例
（2019年4月からの補償制度BF型により支払われた例です）

• ⽇常生活、勉強、部活等でのストレスがあった。（強迫性障害）
[支払共済⾦10,000円]

• ⼀人暮らしを始めた時、人間関係に悩み、親にも相談できず、症状が
出た。（適応障害）[支払共済⾦10,000円]

• 大学院で研究や発表、就活などが重なり、体調不良や睡眠の崩れがあ
る中、バイトもやり続け、次第に悪化していった。（解離性障害 うつ
状態）[支払共済⾦10,000円]

• 研究室在籍時に指導教員とうまくやっていけなくなり、最終的に研究
室や大学に⾏けなくなった。（適応障害）[支払共済⾦10,000円]
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３すべての人に健康と福祉を
掛⾦の収受や共済⾦の給付を広めることにと
どまらず、健康増進や自転⾞事故防⽌など、
事故や病気などに遭わないとりくみ、仲間の
学生や大学に給付事例報告を⾏って注意喚起
や学生支援に役⽴てる活動も推進。

自分が加害者にもなりえる（自転⾞事故）
学生が健康で学業が継続できるように︕
もし万が⼀のときにはたすけあいの精神︕
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３すべての人に健康と福祉を
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３すべての人に健康と福祉を

•予防活動〜自転⾞点検
目的︓安全に自転⾞を利⽤してほしい。
内容︓
自転⾞の無料点検
キャンパス周辺の自転⾞の
正しい乗り方ポスター掲示
共済加入チェック
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弁当デポジット
容器回収
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12つくる責任つかう責任
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• 弁当容器リサイクル
デポジットシステム採⽤。
生協オリジナルの弁当は食
べ終わったらフィルムをは
がして食堂へ。
デポジット代10円返却。
回収容器はリサイクル工場
で再生ペレットに戻します
。
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12つくる責任つかう責任
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• 回収率
利⽤者数は1/4になっている

2019年度 2020年度
小白川 43.3% 74.5%
米沢 62.6% 92.3%
鶴岡 88.6% 94.8%
合計 59.0% 88.9%

回収率
地区
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PeaceNow!派遣
平和活動
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16平和と公正をすべての人に

• PeaceNow︕
HIROSHIMA／NAGASAKI／OKINAWA

（平和を考えるための体験型プログラム）

例年、山形大学生協では千⽻鶴を組合員協⼒の
もと作成して、広島や⻑崎へ捧げていた
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16平和と公正をすべての人に

なぜ生協が
平和活動について
考えると思いますか?
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16平和と公正をすべての人に

• 戦争を準備するということは、政治的思
想的な統制・縛りから社会的組織的な縛
り、経済的な縛りへと自由が規制

• 戦争遂⾏のための⾔論、世論の操作がさ
れ、国⺠は「⼀億⽕の⽟」となって協⼒

• 生協は自由と⺠主主義が規制され戦争下
では存在し、発展できないことは明確
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16平和と公正をすべての人に

• “命と自由”を奪う戦争
• 人間の尊厳は命
• 人間らしく生きていくというのが自由
• 戦争がはじまればどちらも無くなる
• 平和は願っても叶えられないもの
• 平和はつくっていくもの、築いていくもの
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16平和と公正をすべての人に
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その他
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その他の紹介
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その他の紹介
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↑山形大学生協小白川書籍
PorteでのSDGsコーナー

東北大学生協食堂
では「もったいな
いごはん」はじめ
ています。
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その他の紹介
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• 貧困をなくそう、飢餓をゼロにと⾔われて
も実感がわかない。
世界を変える目標なんて壮大すぎる。
そんな風に思っている人も多いのではない
でしょうか。

• 世界を変えるという壮大な目標は一人ひと
りの⾏動が変わらなければ達成できない。
⼀人ひとりが当事者意識を持って⾏動した
時、世界は変わり始める︕
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その他の紹介
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• 持続可能な社会のために ナマケモノに
もできるアクション・ガイド（改訂版）

2019年1月16⽇

https://www.unic.or.jp/news_press/fea
tures_backgrounders/24082/
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まとめ
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最後に
• SDGsとして生協の取り組みをマッピング

してみるとすでに取り組まれていること
も多かったのでもっとやれることはある
と認識できた

• SDGsを合⾔葉に、もっと組合員や大学・
地域と協⼒してパートナーとして何か⾏
動できることはきっとあるはず

一人ひとり意識し⾏動していこう︕
59


